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３
月
８
日
、
仙
台
市
内
に
お

い
て
国
労
東
北
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
３
６
６
人
の
国
労
東

北
の
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

仙
台
市
・
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ

ブ
で
の
集
会
は
二
部
構
成
で
行

わ
れ
、
第
一
部
と
し
て
、
国
鉄

労
働
会
館
主
催
の
東
北
労
働
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
国
労
東
北
総
決

起
集
会
が
行
わ
れ
、
主
催
者
を

代
表
し
、
東
日
本
本
部
・
大
沼

委
員
長
と
東
北
協
議
会
・
佐
藤

浩
一
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

行
い
「
春
闘
情
勢
と
Ｊ
Ｒ
会
社

の
動
向
、
国
労
の
取
り
組
み
、

19
春
闘
勝
利
と
諸
課
題
の
前
進

を
図
る
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

未
組
織
労
働
者
を
は
じ
め
と
し

た
仲
間
を
国
労
に
迎
え
入
れ
る

決
意
を
固
め
合
お
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

来
賓
の
政
党
や
友
誼
団
体
か

ら
挨
拶
を
受
け
、
東
北
三
地
本

の
各
代
表
と
東
北
貨
物
協
議
会

議
長
か
ら
は
「
春
闘
の
闘
い
を

通
じ
て
組
織
拡
大
を
」
「
ス
ト

ラ
イ
キ
で
要
求
を
勝
ち
取
ろ
う
」

な
ど
力
強
い
決
意
表
明
を
受
け

ま
し
た
。

集
会
後
に
参
加
者
は
4
隊
列

で
仙
台
市
内
を
デ
モ
行
進
。
賃

上
げ
を
始
め
と
し
た
労
働
条
件

の
改
善
や
安
全
問
題
等
の
国
労

要
求
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
気
勢
を

上
げ
ま
し
た
。
（
仙
台
地
本
発
）

上
野
支
部
は
２
月
13
日
、
東

田
端
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
、

春
闘
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、

40
名
を
超
え
る
組
合
員
参
加
の

も
と
、
19
春
闘
勝
利
に
向
け
、

意
思
統
一
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

野
佐
根
委
員
長
が
、
①
職
場

代
表
者
確
立
に
向
け
た
取
り
組

み
、
②
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
闘
い
、
③
春
闘
の
取
り
組
み
、

④
Ｊ
Ｒ
の
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
、
「
国
労
運
動
を
職
場
で
力

強
く
示
し
、
組
織
の
強
化
拡
大

と
Ｊ
Ｒ
で
働
く
す
べ
て
の
仲
間

の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
全
力

を
挙
げ
よ
う
！
」
と
力
強
く
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

19
春
闘
は
、
２
月
12
日
の
一
斉
申
入
れ
以
降
Ｊ
Ｒ
各
社
と
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
３
月
15
日
に

は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
貨
物
会
社
で
回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
所
定
昇
給
額
の
６
分
の
１
」
「
エ
ル
ダ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
社
員
、
５

０
０
円
増
」
「
初
任
給
、
係
職
１
号
７
０
０
円
増
・
係
職
２
号
８
０
０
円
増
」
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、

「
２
０
０
円
増
」
と
低
額
回
答
で
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
会
社
は
、
こ
れ
か
ら
回
答
が
示
さ
れ
ま
す
。

引
き
続
き
、
要
求
獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

今
号
は
、
各
地
方
で
の
春
闘
勝
利
に
向
け
た
取
り
組
み
、
「
２
０
１
９
原
発
の
な
い
福
島
を
！
」

県
民
大
集
会
、
東
日
本
本
部
自
動
車
協
議
会
第
31
回
定
期
委
員
会
、
乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

３
月
10
日
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
南

口
に
お
い
て
、
東
京
地
本
・
大

井
工
場
支
部
の
呼
び
か
け
に
よ

る
中
央
本
部
作
成
の
春
闘
チ
ラ

シ
配
布
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
当
該
支
部
以
外
か
ら

も
、
中
央
支
部
を
は
じ
め
と
し

た
組
合
員
の
参
加
が
あ
り
、
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
春
本
番
を
思

わ
せ
る
陽
気
の
中
、
ゼ
ッ
ケ
ン

を
着
用
し
、
駅
の
利
用
者
や
通

行
す
る
方
へ
元
気
よ
く
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
し
た
。

木
村
支
部
委
員
長
を
中
心
に

参
加
者
よ
り
街
頭
演
説
も
行
わ

れ
、
２
０
１
９
年
春
闘
に
お
け

る
国
労
の
取
り
組
み
や
Ｊ
Ｒ
の

安
全
問
題
、
原
発
や
今
日
の
政

東
日
本
本
部
・
本
間
執
行

委
員
か
ら
は
「
情
勢
と
Ｊ
Ｒ

東
日
本
変
革
２
０
２
７
」
を

中
心
に
、
①
２
０
１
９
春
闘

に
つ
い
て
、
②
会
社
の
動
き

と
他
労
組
の
動
向
に
つ
い
て
、

③
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
東
日
本
本

部
・
榎
戸
特
別
執
行
委
員
か

ら
は
「
貨
物
会
社
に
お
け
る

新
し
い
人
事
制
度
の
狙
い
と

問
題
点
」
に
つ
い
て
、
①

「
新
人
事
制
度
」
の
特
徴
、

②
国
労
の
基
本
的
な
要
求
、

③
新
人
事
制
度
の
狙
い
と
問

題
点
、
④
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

上
野
支
部
・
鈴
木
書
記
長

が
「
変
革
２
０
２
７
、
貨
物

新
人
事
賃
金
制
度
に
つ
い
て

会
社
の
狙
い
を
分
析
、
学
習

３
／
８
国
労
東
北

総
決
起
集
会

中
央
交
渉
を
押
し
上
げ
る
！

「
国
労
東
北
」

要
求
獲
得
を
意
思
統
一

３
／
10

大
井
工
場
支
部
が

春
闘
宣
伝
行
動

大
幅
賃
上
げ
目
指
し
、

宣
伝
行
動
を
行
う
！

治
状
況
等
の
訴
え
が
続
き
ま
し

た
。約

１
時
間
で
２
５
０
枚
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
が
、
受

け
取
っ
た
通
行
人
か
ら
激
励
さ

れ
る
場
面
も
あ
り
、
参
加
者
一

同
が
改
め
て
宣
伝
行
動
の
大
切

さ
を
実
感
し
た
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

（
大
井
工
場
支
部
発
）

し
集
中
し
て
改
善
・
変
更
さ

せ
て
い
き
た
い
。
春
闘
で
は

職
場
実
態
か
ら
の
改
善
を
大

切
に
す
る
と
と
も
に
、
職
場

代
表
者
選
挙
の
取
り
組
み
を

強
化
し
、
国
労
の
主
張
を
訴

え
、
票
の
獲
得
と
組
織
拡
大

を
目
指
す
！
」
と
支
部
の
提

起
を
し
ま
し
た
。

我
孫
子
金
町
保
線
技
術
セ

ン
タ
ー
分
会
・
打
越
分
会
長
、

隅
田
川
機
関
区
分
会
・
高
橋

分
会
長
と
保
泉
副
分
会
長
、

昨
年
12
月
に
加
入
を
し
た
鶴

間
武
さ
ん
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
野
佐
根
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
19
春

闘
に
向
け
た
意
思
統
一
を
図

り
ま
し
た
。

上
野
支
部

春
闘
総
決
起
集
会
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発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
・

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
８
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
東
京
電
力
は
昨
年
６
月
、

事
故
を
逃
れ
た
福
島
第
二
原

発
の
廃
炉
検
討
を
発
表
し
ま

し
た
。
福
島
で
は
い
ま
だ
に

4
万
人
以
上
の
県
民
の
方
が

不
自
由
な
避
難
生
活
を
強
い

ら
れ
、
住
民
の
帰
還
の
問
題
、

生
活
の
再
建
や
復
興
、
風
評

被
害
、
子
ど
も
を
中
心
と
す

る
健
康
被
害
、
除
染
廃
棄
物

の
処
理
問
題
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

被
災
者
や
県
民
か
ら
の
報

告
で
は
「
被
災
地
の
学
校
の

休
校
や
閉
校
を
一
気
に
早
め

た
原
発
事
故
だ
。
６
，
３
９

７
人
い
た
双
葉
郡
内
の
小
学

生
が
、
今
年
度
ス
タ
ー
ト
時

点
で
は
５
３
１
人
。
子
供
た

ち
の
数
が
増
え
ず
、
落
ち
着

い
た
学
習
教
育
環
境
も
確
保

し
に
く
い
」
「
除
染
も
ま
ま

な
ら
ず
、
田
ん
ぼ
に
今
も
黒

い
袋
が
残
っ
て
い
る
。
原
発

事
故
は
恐
ろ
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
は
、
東
京

電
力
福
島
第
二
原
発
の
全
基

廃
炉
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
ま
し
た
。

国
労
か
ら
も
、
仙
台
・
水

戸
地
本
を
中
心
に
多
く
の
組

合
員
が
参
加
し
、
改
め
て
原

発
事
故
に
つ
い
て
記
憶
と
意

識
の
風
化
を
さ
せ
な
い
取
り

組
み
に
全
力
を
上
げ
る
こ
と

を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

３
月
18
日
、
国
労
東
日
本
本

部
乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
の
「
乗
務
員
勤
務
制
度

の
見
直
し
」
と
「
賃
金
制
度
の

見
直
し
」
を
受
け
て
、
３
月
16

日
の
ダ
イ
改
後
の
乗
務
員
勤
務

の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
大
き
な
改
正
点
は
、
①
育
児
・

介
護
の
短
時
間
行
路
の
設
定
、

②
行
先
地
手
当
の
廃
止
、
③
深

夜
早
朝
手
当
の
見
直
し
、
④
当

務
主
務
の
配
置
と
な
り
ま
す
。

と
り
わ
け
育
児
・
介
護
の
短

時
間
行
路
の
設

定
で
は
、
乗
務

員
か
ら
は
「
保

育
園
が
開
い
て

い
な
く
て
子
供

を
預
け
ら
れ
な

い
」
と
の
声
も

出
さ
れ
、
行
路

設
定
時
刻
な
ど

の
問
題
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
行

先
地
手
当
の
廃

止
や
深
夜
早
朝

手
当
の
見
直
し

で
乗
務
員
手
当

が
ど
う
な
る
か

松
原
さ
ん
が
相
次
い
で
国
労
復

帰
加
入
し
た
。
現
在
、
国
鉄
世

代
の
第
２
大
量
退
職
期
を
迎
え

て
お
り
、
近
い
将
来
現
職
と
エ

ル
ダ
ー
社
員
の
比
率
が
逆
転
し

て
し
ま
う
日
が
来
る
。
国
労
運

動
の
継
承
・
発
展
に
向
け
て
奮

闘
し
て
き
た
が
、
さ
ら
な
る
組

合
員
の
頑
張
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
昨
年
２
月
以
降

の
多
数
組
合
・
東
労
組
の
瓦
解

に
よ
り
、
労
務
政
策
は
大
き
な

転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
東
日

本
管
内
で
組
合
未
加
入
者
が
３

万
６
千
人
・
社
友
会
加
入
者
が

２
万
人
い
る
状
況
の
中
、
自
動

車
職
場
に
お
い
て
も
、
東
労
組

の
脱
退
が
相
次
い
で
い
る
。
社

員
代
表
選
挙
で
も
適
正
な
選
挙

が
行
わ
れ
て
い
な
い
職
場
も
あ

り
、
一
部
に
社
友
会
を
通
じ
た

動
き
が
強
ま
る
事
も
想
定
さ
れ

る
の
で
注
視
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
仲
間
に
依
拠
し

て
考
え
忌
憚
の
な
い
意
見
を
」

と
提
起
し
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
・
大
沼
委
員
長

か
ら
は
「
19
春
闘
に
つ
い
て
は
、

拡
大
中
央
委
員
会
・
東
日
本
拡

大
委
員
会
で
方
針
を
確
立
し
て

来
た
。
昨
年
の
東
労
組
の
瓦
解

に
よ
り
労
使
関
係
が
ガ
ラ
ッ
と

変
わ
っ
た
。
原
点
に
立
ち
返
り

仲
間
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
『
変
革
２
０
２
７
』
の

提
案
は
グ
ル
ー
プ
会
社
全
部
に

影
響
す
る
。
組
合
未
加
入
者
へ

も
強
く
訴
え
て
い
く
」
と
述
べ
、

安
全
・
安
定
輸
送
や
政
治
の
課

題
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま
し

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乗
務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
当
面
「
育
児
・
介
護
の

短
時
間
行
路
」
で
の
実
態
調
査

と
稠
密
・
一
般
線
区
乗
務
員
手

当
の
現
改
比
較
の
調
査
を
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
勤
プ
ロ
作
成
要
求

宣
伝
ビ
ラ
（
Ｈ
Ｐ
に
掲
示
）
を

活
用
し
た
対
話
運
動
の
展
開
、

『
変
革
２
０
２
７
』
に
お
け
る

「
ド
ラ
イ
バ
レ
ス
運
転
」
や

「
乗
務
員
基
地
の
再
編
」
の
検

討
、
申
１
号
「
乗
務
員
勤
務
制

度
」
要
求
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
働
く
約
1
万
１

０
０
０
名
の
乗
務
員
の
皆
さ
ん

の
労
働
条
件
改
善
を
め
ざ
し
て
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

国
労
東
日
本
本
部
自
動
車

協
議
会
は
、
２
月
13
～
14
日
、

宮
城
県
松
島
に
お
い
て
第
31

回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

岩
崎
副
議
長
の
司
会
、
渡

副
議
長
の
議
長
で
進
め
ら
れ
、

東
日
本
自
動
車
協
議
会
・
丸

山
議
長
か
ら
「
組
織
強
化
・

拡
大
を
最
大
目
標
と
し
、
こ

の
１
年
間
運
動
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
関
東
・
東

京
支
店
で
昨
年
３
月
に
岡
田

さ
ん
、
６
月
に
は
車
両
係
の

２
／
13
～
14

東
日
本
自
動
車
協
議
会

第
31
回

定
期
委
員
会
を
開
催

「
２
０
１
９

原
発
の
な
い

福
島
を
！
」

県
民
大
集
会
！

全
基
廃
炉
を

求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
！

3
月
16
日
、
「
２
０
１
９

原
発
の
な
い
福
島
を
！
県
民

大
集
会
」
が
福
島
県
教
育
会

館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
よ

り
約
１
，
７
０
０
名
が
結
集

し
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま

し
た
。

２
０
１
１
年
3
月
11
日
に

「乗
務
員
勤
務
制
度
の

見
直
し
」を
受
け
て

改
め
て
乗
務
員
勤
務
を

検
証
し
て
い
こ
う

た
。各

委
員
か
ら
は
「
職
場
で
の

慢
性
的
な
要
員
不
足
で
月
３
～

４
日
の
休
日
出
勤
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
」
「
エ
ル
ダ
ー

制
度
が
昨
年
4
月
改
善
さ
れ
た

が
、
基
本
給
・
諸
手
当
を
含
め

た
更
な
る
改
善
を
求
め
る
」

「
バ
ス
社
員
の
55
才
以
上
の
基

本
給
の
減
額
問
題
に
取
り
組
ん

で
欲
し
い
」
等
の
報
告
や
質
問

が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
講
座
で
は
、
国
労
西
日

本
自
動
車
協
議
会
・
岩
山
淳
事

務
長
よ
り
「
西
日
本
豪
雨
災
害

の
現
状
」
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
中
国
地
方

の
鉄
道
の
復
旧
は
進
ん
で
は
い

る
が
、
未
だ
に
仮
設
住
宅
で
生

活
し
て
い
る
方
々
も
い
る
。
国

に
早
急
な
対
策
を
求
め
る
。
ま

た
Ｊ
Ｒ
バ
ス
も
代
行
輸
送
で
大

変
だ
っ
た
。
関
東
の
皆
さ
ん
に

も
協
力
い
た
だ
い
て
大
変
助
か
っ

た
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
終
了
後
の
交
流
会
で

は
、
日
頃
の
鬱
憤
ば
ら
し
で
大

い
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
各
委
員
・
分
会
代

表
者
か
ら
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
の
報
告
を
受
け
て
、
最
後
に

兜
森
事
務
長
よ
り
「
今
年
度
は

国
労
に
と
っ
て
の
正
念
場
の
年

と
な
る
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り

が
自
覚
と
自
信
を
持
っ
て
組
織

強
化
・
拡
大
に
奮
闘
し
て
い
こ

う
」
と
集
約
が
さ
れ
、
丸
山
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
ま
し
た
。

（
自
動
車
協
議
会
発
）

乗
務
員
勤
務

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


